
◆
◆◆
◆施策
施策施策
施策の

のの
の全体像
全体像全体像
全体像

　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　施策

施策施策
施策の

のの
の体系項目
体系項目体系項目
体系項目 将来像

将来像将来像
将来像

施策名
施策名施策名
施策名 子育て支援

施策
施策施策
施策の

のの
の説明
説明説明
説明

子育ての悩みを解消して安心して子育てできる環境を整えるために、子育

て家庭の支援、保育施設の整備や特別保育など保育サービスの充実、地

域ぐるみによる子ども達の健全育成、ひとり親家庭の自立支援などの取組を

推進します。

基本目標
基本目標基本目標
基本目標 笑顔で安心して暮らせるまちづくり【健康・福祉】

施策評価
施策評価施策評価
施策評価シート

シートシート
シート

（
（（
（平成30
平成30平成30
平成30年度評価実施

年度評価実施年度評価実施
年度評価実施）

））
）

担当
担当担当
担当

部課名
部課名部課名
部課名

市民福祉部

子育て支援課

関連
関連関連
関連

部課名
部課名部課名
部課名

庶務課

福祉課

◆
◆◆
◆第四次蒲郡市総合計画
第四次蒲郡市総合計画第四次蒲郡市総合計画
第四次蒲郡市総合計画（

（（
（２０１１
２０１１２０１１
２０１１～

～～
～２０２０
２０２０２０２０
２０２０）

））
）

２ 保育施設・保育サービスの充実

３ 児童の健全育成の推進

１ 地域における子育て支援サービス

の充実

家族が協力しながら、親も子も子育て・

子育ちを楽しんでいます。

子ども達がこころ豊かに育つよう、地域

社会全体で子育てを支えています。

４ ひとり親家庭支援の充実
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児童
児童児童
児童クラブ

クラブクラブ
クラブ利用児童数(人)

利用児童数(人)利用児童数(人)
利用児童数(人) 児童

児童児童
児童クラブ

クラブクラブ
クラブ数(

数(数(
数(か
かか
か所)
所)所)
所) 児童館利用者数(人)

児童館利用者数(人)児童館利用者数(人)
児童館利用者数(人)

担当者評価
担当者評価担当者評価
担当者評価

・児童クラブの利用対象が平成27年度より今までの小学校低学年児童までの利用から高学年児

童まで利用することができるよう改正され、利用児童数は大幅に増加した。受け入れ人数ととも

に、質の向上も求められるようになった。利用者のニーズに配慮し、平成29年度からは利用時間

を30分間繰り下げて午後７時までに延長し、平成30年度からは土曜日と長期休暇等の利用時間

を30分繰り上げて午前７時30分からにする。

・児童クラブの定員と利用申込者数の乖離が広がっているため、平成29年度は14クラブ定員550

人であったが、平成30年度は17クラブ定員650人にし、子育て家庭が安心して子育てと仕事を両

立できる環境づくりを整備していく。（利用できなかった児童　H27：28人・H28：24人・Ｈ29：86人）

・また、児童館利用者数減については、児童館のみであった塩津地区の児童クラブが、塩津保育

園でも開設、分割されたことが要因である。３０年度についても、同様に大塚小・蒲郡南部小、中

央小に開設されることを受け、児童館に設置されている児童クラブとしての利用者数は減少するこ

とが見込まれる。

一時預
一時預一時預
一時預かり

かりかり
かり事業利用児童数
事業利用児童数事業利用児童数
事業利用児童数

(人)
(人)(人)
(人)

担当者評価
担当者評価担当者評価
担当者評価

・保護者ニーズに応じ、低年齢児保育、延長保育、一時預かり事業等における児童の受入れ体

制を整え、待機児童を生じさせることなく保育サービスの充実を図っている。

・低年齢児の保育ニーズの高まりを受け、平成27年度から０歳児保育を3園拡充し12園で実施し

ている。さらに平成30年度から2歳児保育を新たに3園で実施し、低年齢児（０～２歳児）の受入れ

体制の充実を図っている。

・一時的に保育が必要となった子どもを預かり、保育する一時預かり事業実施園は平成28年度に

４園拡充し７園で実施しており、多様化する保育ニーズに対応することができている。

事業名
事業名事業名
事業名 　　　

　　　　　　
　　　乳幼児保育事業

乳幼児保育事業乳幼児保育事業
乳幼児保育事業

事業名
事業名事業名
事業名 　　　

　　　　　　
　　　放課後児童健全育成事業

放課後児童健全育成事業放課後児童健全育成事業
放課後児童健全育成事業

◆
◆◆
◆主要事業
主要事業主要事業
主要事業に

にに
に係
係係
係る
るる
る具体化
具体化具体化
具体化した

したした
した取組
取組取組
取組み

みみ
み実績
実績実績
実績（

（（
（括弧内
括弧内括弧内
括弧内は

はは
は単位
単位単位
単位）

））
）
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保育園入所児童数(人)
保育園入所児童数(人)保育園入所児童数(人)
保育園入所児童数(人)

低年齢児
低年齢児低年齢児
低年齢児（

（（
（０
００
０～
～～
～２
２２
２歳児
歳児歳児
歳児）

））
）入所児
入所児入所児
入所児

童数(人)
童数(人)童数(人)
童数(人)

1,589

1,563

1,572

1,557

1,540

1,550

1,560

1,570

1,580

1,590

1,600

362

371

416

417

320

340

360

380

400

420

440

3,071

5,487

5,388

5,819
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2,000

4,000
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551

584

576

658

450

500

550

600

650

700
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14

17
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15

20

176,120

179,055

173,537

170,000

165,000

170,000

175,000

180,000
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　　　蒲郡市遺児手当給付事業

蒲郡市遺児手当給付事業蒲郡市遺児手当給付事業
蒲郡市遺児手当給付事業

担当者評価
担当者評価担当者評価
担当者評価

・ひとり親家庭の自立支援については、児童扶養手当及び市遺児手当等各種手当を支給（市遺

児手当　H27：722人・H28：707人・H29：651人　児童扶養手当　H27：581人・H28：567人・H29：

525人）し、経済的支援となっている。

・国制度として一般的にひとり親に支給される児童扶養手当に所得制限が設けられているのに対

し、義務教育児童のいる家庭への市遺児手当の支給に対しては所得制限なく支給され、児童扶

養手当を受給できない者に対して支援を拡充できている。（H27：141人・H28：140人・H29：126

人）

・手当の申請・現況届等手続がひとり親と面談する機会となり、さらに、ひとり親家庭の身上相談に

応じその自立に必要な情報提供及び指導をする母子・父子自立支援員と連携し、ひとり親家庭

が必要とする生活支援や就業支援に繋ぐことができている。

・以上のように直接的な経済支援を行うとともに支援が必要なひとり親家庭を把握し、必要とする

支援に繋ぐことでひとり親家庭の自立支援の取組みを推進することができている。

蒲郡市遺児手当支給者数(人)
蒲郡市遺児手当支給者数(人)蒲郡市遺児手当支給者数(人)
蒲郡市遺児手当支給者数(人) 児童扶養手当支給者数(人)

児童扶養手当支給者数(人)児童扶養手当支給者数(人)
児童扶養手当支給者数(人)

母子
母子母子
母子・

・・
・父子自立支援員相談
父子自立支援員相談父子自立支援員相談
父子自立支援員相談

件数(件)
件数(件)件数(件)
件数(件)

事業名
事業名事業名
事業名

722

707

651

620

550

600

650

700

750

581

567

525

500

450

500

550

600

535

598

589

600

500

520

540

560

580

600

620
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◆市民等
市民等市民等
市民等からの

からのからの
からの参考意見等

参考意見等参考意見等
参考意見等

市民
市民市民
市民サービス

サービスサービス
サービス向上

向上向上
向上に

にに
に向
向向
向けた
けたけた
けた意見等
意見等意見等
意見等

・
・・
・日中
日中日中
日中の

のの
の教育
教育教育
教育・

・・
・保育
保育保育
保育のより

のよりのより
のより一層

一層一層
一層の

のの
の質
質質
質の
のの
の向上
向上向上
向上を

をを
を図
図図
図り
りり
り、
、、
、市内
市内市内
市内のどの

のどののどの
のどの施設

施設施設
施設に

にに
に行
行行
行っても
ってもっても
っても平等

平等平等
平等に

にに
に育
育育
育って
ってって
って、
、、
、就学
就学就学
就学

につなげていけるような
につなげていけるようなにつなげていけるような
につなげていけるような取組

取組取組
取組を

をを
を進
進進
進める
めるめる
める必要
必要必要
必要があります

がありますがあります
があります。

。。
。また
またまた
また、
、、
、利用者
利用者利用者
利用者の

のの
の立場
立場立場
立場に

にに
に立
立立
立った
ったった
った質
質質
質の
のの
の向上
向上向上
向上を
をを
を図
図図
図

りつつ
りつつりつつ
りつつ、

、、
、事業
事業事業
事業の

のの
の周知
周知周知
周知に

にに
に努
努努
努めるべきです
めるべきですめるべきです
めるべきです。

。。
。

国
国国
国が
がが
が掲
掲掲
掲げる
げるげる
げる働
働働
働き
きき
き方改革
方改革方改革
方改革の

のの
の取組
取組取組
取組が

がが
が進
進進
進む
むむ
む中
中中
中、
、、
、男性
男性男性
男性の

のの
の育児参加
育児参加育児参加
育児参加や

やや
や就業時間
就業時間就業時間
就業時間の

のの
の配慮
配慮配慮
配慮など

などなど
など育児
育児育児
育児にかかわる

にかかわるにかかわる
にかかわる

事業者
事業者事業者
事業者の

のの
の協力
協力協力
協力について

についてについて
について働

働働
働きかけをすることが
きかけをすることがきかけをすることが
きかけをすることが求

求求
求められます
められますめられます
められます。（

。（。（
。（蒲郡市子
蒲郡市子蒲郡市子
蒲郡市子ども・

ども・ども・
ども・子育

子育子育
子育て

てて
て会議平成28年
会議平成28年会議平成28年
会議平成28年

度評価
度評価度評価
度評価より

よりより
より）
））
）
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指標
指標指標
指標の

のの
の推移
推移推移
推移 指標

指標指標
指標の

のの
の説明
説明説明
説明（

（（
（設定理由
設定理由設定理由
設定理由）

））
）

・まかせて会員一人あたりが支援しなければな

らないおねがい会員数で「おねがい会員÷ま

かせて会員」を指標とする。（どっちも会員は、

おねがい会員数とまかせて会員数両方に計上

する。）

・ファミリー・サポート・センターは、子育ての手

伝いをしてほしい（おねがい）会員と子育ての

手伝いをしたい（まかせて）会員によりお互いに

助け合いながら地域社会で子育てを支えてい

くものであり、施策の将来像にもある「子ども達

がこころ豊かに育つよう、地域社会全体で子育

てを支えています。」について達成状況を判定

する指標のひとつとすることができる。

指標
指標指標
指標の

のの
の分析
分析分析
分析

・平成27年度会員（依頼会員244人、提供会員88人）、平成28年度会員（依

頼会員287人、提供会員95人）、平成29年度会員（依頼会員303人、提供会

員94人）と、依頼会員は年々増加していることから、事業自体の認知は広

がっている。

・ただし、子育て支援ニーズの増加に対し、対応できる人材の増加は多くな

く、支援者（まかせて会員）の確保が必要となっている。

指標
指標指標
指標の

のの
の分析
分析分析
分析

・平成27年度では、14事業中11事業において子育て支援に対する市民

ニーズの受入体制が確保され、平成29年度では、28年度に引き続き13事業

で確保された。

・安心して子育てできる環境整備が推進されていると判定する。

◆
◆◆
◆施策
施策施策
施策の

のの
の現状分析
現状分析現状分析
現状分析（

（（
（指標
指標指標
指標の

のの
の推移
推移推移
推移から

からから
から見
見見
見た
たた
た現状分析
現状分析現状分析
現状分析）

））
）
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指標
指標指標
指標の

のの
の推移
推移推移
推移 指標

指標指標
指標の

のの
の説明
説明説明
説明（

（（
（設定理由
設定理由設定理由
設定理由）

））
）

・「計画に定めた確保方策（市民ニーズの受入

体制）が確保された事業数÷計画事業数（14

事業）」を指標とする。

・蒲郡市子ども・子育て支援事業計画（H27～

H31の５か年計画）は、本市における総合的な

子育て支援の推進を図るための計画であり、そ

の達成状況は、各種子育て支援事業に対する

市民ニーズの充足度を判定するものとなり、安

心して子育てできる環境の整備状況を図る指

標とできる。

・計画には、教育・保育の提供及び地域子ど

も・子育て支援事業（延長保育事業・児童クラ

ブ・ファミリー・サポート・センター事業等）が規

定されている。

・蒲郡市子ども・子育て会議委員（第三者）によ

り点検・評価されるものである。
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ファミリー・サポート・セ

ンター事業「まかせて

会員」の拡充について

　「おねがい会員」が増えている

のに対し、「まかせて会員」の数

がなかなか増えていかないという

現状があります。また、地区に

よって偏りがあります。

　ファミリー・サポート・センターで

は、会員間のコーディネートを適

正に行い、支援が行き渡らない

現状ではありませんが、子育て支

援ニーズの高まりに対応するた

め、「まかせて会員」の人材確保

が課題となっています。

　現在、事業ちらしやファミサポ通信の

配布、広報掲載、ポスター掲示等で市

民の皆さんに周知・ＰＲをしています。

今後は、各地区の公民館で元気に

サークル活動をされている団体を直接

訪問し、依頼を呼びかけるなどして「ま

かせて会員」の人材確保を推進しま

す。

児童クラブ待機児童の

解消について

　児童クラブでは、小学校全学年

が対象となり、利用ニーズが高ま

る中、平成27年度は28人、平成

28年度は24人、平成29年度は86

人の待機児童が生じています。

夏休み等の長期休暇中の利用

ニーズも高まっています。また、

児童クラブ開設場所の拡充に伴

い、児童クラブ支援員の人材確

保が課題となっています。

　児童クラブは、平成28年度は塩津保

育園に新たなクラスが開設されました

が、待機児童は増加傾向にあります。

平成30年度は大塚小学校、蒲郡南部

小学校、中央小学校（2部屋目）に新

たに児童クラブを開所し、計17カ所で

650名の児童の受け入れを可能にしま

す。また、支援員、補助員の確保も推

進します。

保育園の整備について

　公立保育園は、建設時期が保

育需要の急増した昭和４０年代

から５０年代に集中（４０年代７

園、５０年代８園、南部：H24）して

おり、また、木造園舎が多い（公

立１６園中１１園）ということもあり、

その老朽化への対応が大きな課

題となっています。

　公立保育園は、蒲郡市公共施設マ

ネジメント実施計画において、「地区利

用型施設」として、地区住民と協働し

て地区個別計画を策定することとされ

ておりますので、その方針を踏まえた

上での検討となります。

　保育園事業者としては、個々保育園

の現状及び課題を整理し、保育園再

配置・整備のあり方について検討を進

め、長期的に蒲郡市公共施設マネジ

メント実施計画と整合しながら市民・地

域ニーズに合った整備を推進します。

低年齢児保育の拡充

について

　低年齢児（０～２歳児）入所児

童数は平成26年度の335人から

毎年増え続けており、平成29年

度には81人増の416人となってい

ます。蒲郡市子ども・子育て支援

事業計画では、質の高い保育の

総合的な提供を求められており、

低年齢児保育ニーズの高まりに

対応できる体制を整える必要が

あります。

　平成31年4月からの低年齢児の受入

枠を確保するために、民間保育施設

が行う施設整備に補助を行います。

・鹿島こども園…乳児棟を新たに建設

・木船幼稚園…幼稚園型認定こども園

へ移行するための施設改修

　今後も必要とされる保育ニーズに対

応するため、民間と連携し順次、低年

齢児受入施設の整備・拡充を推進しま

す。

◆
◆◆
◆今後
今後今後
今後の

のの
の方針
方針方針
方針

№
№№
№

課題
課題課題
課題

今後
今後今後
今後の

のの
の取組
取組取組
取組み

みみ
み

件名
件名件名
件名 内容

内容内容
内容



施策
施策施策
施策の

のの
の進捗状況
進捗状況進捗状況
進捗状況 Ｂ：目指す将来像実現に向けておおむね計画どおり進行している。

部長評価
部長評価部長評価
部長評価

子どもに対する施策は今後も充実を要求される状況にあり、保育園の低年

齢児保育の拡充については相当頑張っている。今後は公共マネージメント

実施計画による保育園の整備の検討と、児童発達支援センター設置のため

の準備を重点施策として進めていく。

◆
◆◆
◆施策評価
施策評価施策評価
施策評価

構成事業
構成事業構成事業
構成事業の

のの
の進捗状況
進捗状況進捗状況
進捗状況 Ｂ：おおむね計画どおり進行している。

施策
施策施策
施策の

のの
の進
進進
進め
めめ
め方
方方
方 Ａ：現在の取り組みを継続する。

課長評価
課長評価課長評価
課長評価

　子育て支援施策は、市の重要施策であり、平成２７年度からの５か年計画

である「蒲郡市子ども・子育て支援事業計画」に基づき、その推進に力を注

いでいる。

　計画に定められた各種事業は、子育て関係機関の代表者で組織する「蒲

郡市子ども・子育て会議」において、毎年度、進捗状況を点検・評価してい

ただくこととしており、平成29年度には平成28年度の実績について評価をし

ていただいた。

　質の高い保育・幼児教育やニーズに応じた子育て支援事業の実現を目指

し、委員からは新たな課題の抽出や効果的な事業展開の方法などの提案

をいただき、事業の実施、見直し・改善のサイクルがうまく回りだしたと考えて

いる。

　子育て支援に係る様々な取り組みにおいて、実施がすぐには困難なもの

であっても、その一部でも出来ることがあればそれを実現していく。そうした

迅速かつ積極的な取り組みを進めていく必要がある。



事務事業一覧

1-3 福祉課 18 障害児福祉サービス給付事業 138,724 3,645 0.74 Ａ ア オ Ｂ － ○

1-3 子育て支援課 1
遺児手当受給者児童入学祝金
支給事業

840 1,674 0.27 Ａ カ オ Ｂ － ×

1-3 子育て支援課 2
母子及び父子家庭自立支援給
付金事業

1,082 3,725 1.12 Ｂ カ オ Ｂ － ×

1-3 子育て支援課 3 児童手当支給事業 1,236,035 3,745 1.17 Ａ ア オ Ｂ － ○

1-3 子育て支援課 4 市遺児手当支給事業 22,372 1,674 0.27 Ａ カ オ Ｂ － ○

1-3 子育て支援課 5 児童扶養手当支給事業 215,676 2,925 0.52 Ａ ア オ Ｂ － ○

1-3 子育て支援課 6 家庭児童相談事業 543 9,056 2.40 Ｂ ア オ Ｂ 3 ×

1-3 子育て支援課 7 私学（幼稚園）振興事業 76,011 3,156 0.62 Ｂ オ オ Ｂ － ○

1-3 子育て支援課 8 児童遊園地等施設管理事業 15,366 3,155 0.52 Ｂ ウ オ Ｂ 3 ×

1-3 子育て支援課 9 児童館管理運営事業 68,782 33,167 8.32 Ｂ カ オ Ｂ 3 ×

1-3 子育て支援課 10
認可外保育施設第３子入園児
補助事業

691 869 0.12 Ｃ オ オ Ａ 3 ×

1-3 子育て支援課 11 公立保育園運営管理事業 160,091 807,121 170.90 Ｂ ア オ Ｂ 3 ×

1-3 子育て支援課 12 保育園施設整備事業 85,828 2,836 0.45 Ｂ エ オ Ｂ 3 ×

1-3 子育て支援課 13 保育園施設管理事業 25,523 3,093 0.55 Ｂ ウ オ Ｂ 3 ×

1-3 子育て支援課 14
地域子育て支援センター運営
事業

10,167 8,287 2.25 Ｂ カ オ Ｃ 3 ○

1-3 子育て支援課 15 給食・衛生管理事業 16,326 4,230 1.25 Ａ イ オ Ｂ 3 ×

1-3 子育て支援課 16 保育等指導事業 336 7,757 0.95 Ｂ イ オ Ｂ 3 ×

1-3 子育て支援課 17 保育園一般管理事業 250,580 13,258 2.45 Ｂ イ オ Ｂ 3 ×

1-3 子育て支援課 18 私立保育園管理運営事業 129,052 2,388 0.30 Ｂ ア オ Ｂ 3 ×

1-3 子育て支援課 19
ファミリー・サポート・セン
ター運営事業

1,857 5,668 1.35 Ｂ カ オ Ｂ 3 ×

1-3 子育て支援課 20 認定こども園施設型給付事業 104,544 869 0.12 Ａ ア オ Ｂ 3 ×

1-3 子育て支援課 21 利用者支援事業 0 10,209 3.10 Ａ カ オ Ｂ 3 ×

1-3 庶務課 1 放課後児童健全育成事業 64,909 370,311 67.15 Ｂ カ オ Ｃ 2 ○

実施
計画

人工
評価
（担当
者）

事業の
種別

新規
事業

達成
状況

市長ﾏﾆ
ﾌｪｽﾄ

総合
計画

所管課 番号 事　　業　　名
人件費を除く

事業費(千円)

人件費（参考）

(千円)


